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カオス・フラクタル #5

情報科学研究科 井上純一

平成21年5月26日



ロジスティック写像の分岐図

前回まではaを固定した場合の
時系列を調べてきたが、今回は
aを変化させることで得られる
これらの枝分かれ構造とその
メカニズムを調べてみる
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固定点の安定性

1a
ax −=

0x =

は常に解

は常に解

いずれの解が
生き残るのかは
「安定性」が決める。

いずれの解が
生き残るのかは
「安定性」が決める。



2^n周期解の安定性

0 1a = 1 3a = 2 1 6a = +

分岐点間の距離は
等比数列的に
小さくなっていくと
仮定してみる。

倍々で周期が増えて
カオスへ至る



窓



自己相似構造

全体の縮小版

全体の縮小版

全体の縮小版

縮小版の中
の3周期窓


	カオス・フラクタル #5
	ロジスティック写像の分岐図
	固定点の安定性
	2^n周期解の安定性
	窓
	自己相似構造

